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・地歴公民科主任
・２年生徒指導主事
・２年総合研究コース担任
・剣道部顧問

～好きな言葉～
明日死ぬと思って生きなさい
永遠に生きると思って学びなさい

出身地は井川町です。高校まで秋田で過ごし、進学した
大学は（自分で言うのもなんですが）剣道の超強豪でした。
全日本学生剣道優勝大会優勝を目標に、厳しい稽古と８
人部屋での寮生活という超ストイック生活を送り、縁あって
母校に戻ってきました。しばらくは自身の競技も継続し、全
国教職員大会などに出場しました。２００７年の秋田国体
では剣道少年の部のコーチを務め優勝も経験しました。

Q. 先生の経歴を教えてください。

明桜高等学校

教員 紹介

Q. 先生の授業の魅力について教えてください。

♦ある一日の流れ♦

校門前挨拶運動
↓
朝の打ち合わせ
↓
学級ホームルーム
↓
午前の授業
↓
昼食
↓
午後の授業
↓
生活指導打ち合わせ
↓
剣道部指導
↓
帰宅

Q. 世界史の勉強方法について教えてください。

ノースアジア大学
情熱ある教員による他
高校に負けない授業を
提供！

単語の暗記など詰込みの勉強では点数は伸びません。歴
史上のストーリーを理解し「なぜ？」に答えられるようにな
ることが大事です。そういう意味では世界史は論理的な学
問だと思います。

生徒の理解度を高める授業を目標にしています。正確な
知識を準備し、細かいところに気を付けて授業をしていま
す。自分自身も受験して大学に入学していますので、その
当時の経験なども伝えるようにしています。

Q. 生徒にメッセージをどうぞ。

室町時代、世阿弥は自著『風姿花伝』の中で「離見の見」
という言葉を使いました。今の自分を少し離れたところから
もう一人の自分が見たらどう感じるか、ということです。自
分に恥ずかしくない生き方を共に目指そう！


